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た．胎盤組織から細胞を回収し，CD45.2+ 細胞のうち，CD11b+ Gr-1+ 細胞，CD11b+ Gr-1－細胞，CD11b
－ Gr-1－細胞の割合について，フローサイトメトリで解析した．CD45.2は，BALB/cや C57BL/6など
のマウス白血球共通抗原で，赤血球系と血小板系を除いた全ての造血系由来の細胞に発現している．
また，CD11b+ Gr-1+ 細胞には好中球や炎症性単球が，CD11b+  Gr-1－細胞には単球やマクロファージ




マウス群と非感染マウス群で同程度（32.3±10.8% vs 37.0±9.2%）だった．CD45.2+ 細胞における





ス群で CD11b+ Gr-1+ 細胞分画の割合が高率だったことは，CD11b+ Gr-1+ 細胞が感染防御に関与して














平成 27年 12月 1日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と
判定した． 
よって，著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
